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☆イ雰琴琴一プミこ沙H玉置勘ミーで､金莞とヨ三カマとf二＄ゴー☆
ひがしはし.:患；、零，

鏡と玉が出土したのは、伊勢遺跡のなかでも東端県近い池真で、弥生辱代の集

落が離した後、4笹慧の末ころに掘りくぼめられた小穴から発見されました。
うすだまへきぎよくかうせき‐‐りよくしよく

発見された玉は、勾玉、管玉、ナツメ玉、臼玉の4種類で碧玉や滑石、緑色凝
・説註2・註3註4亀．す§ん.註5…註6ふふ

,灰岩などでつくられています｡.また鏡は青銅でつくられだ素文鏡で、粉毎に割ら

れて埋められていました。集落の中から鏡と玉がセットで出土するのは大変めず

らしく、何らかのまつりが行なわれていたと思われます。

|傭文簿蕊雪竪､ 素文鏡=躍亨)喜嘉曇“，’

J認室詮躍古墳蜜前半秘I
【管玉】．

（臼玉】
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☆発掘言司査だより☆と・

sssssssss言司査終了sssssssss

1．浄塗遺跡第28次調査
：r

調査地伊勢町字南東浦84－1§

調査面積約2,000nf

調査実施の理由土地区画整理
うもど

平成5年10月から区画整理工事に先立ち実施してきた発掘調査も、埋め戻しを
じようもん えど いこう。い基つ

残してほぼ終了しました。この間、縄文時代から江戸時代までの遺構や遺物が見
註9謹0

つかるなど、大きな成果をあげることができました。なかでも、弥生時代後期の
くかく矛ぞきゅうかどうぼうけいしゆうこうぼぐん

遺構は区画溝、旧河道、方形周溝墓群などが検出され、数年前から新聞等をに＝
註11

わしている伊勢遺跡の弥生集落を考えるうえで、重要な資料を追加したと言えま
びわこ

す。この調査で最後の調査区となったJ・L区(JR琵琶湖線横)からは弥生時代
おおみぞ． しょとう

後期の大溝2条（大溝1．2）、方形周溝墓7基をはじめ、古墳時代初頭の方形

周溝墓1基、古墳時代前期の大溝1条、古墳時代後期の溝2条などが見つかりま
じゆうらい きよじゆういきせいげん

した。大溝1は、従来考えられていた居住域の西限で見口かり、集落をとりまく
かんごうか．のうせい こわ

環濠の可能性があります。古墳時代初頭の方形周溝墓（8号墓）は大溝1を壊し
つく

て造られており、このころには大溝1はすでに埋もれていたと思われます。
．’ともな

今回の第28次調査は区画整理に伴う調査で、広い面積を帯状に発掘し、調査面
じ･ったい

積は約12,000㎡にも及びます。これによって伊勢遺跡の南側の実態がかなり明ら

や

ら
■
●
句
・
』

へ
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さかでら

2 .酒寺遺跡 第32次調査 (調査①)

調査地

調査面積

指磨田町平成の皇 3114

約 27 0 Irl 

二調査実施の理由 個人住宅建築

"・・ .. 

. 
. 

たてあな どとう

今回の調査では、竪穴住居跡、方形周溝墓、土媛、旧河道がみつかりました。
話12 霊13

時期的に新しいものから報告すると、まず旧河道が調査区の西側で擁認されまし

た。これは、区史子理事業が行??とる訴に流れていた河道であることが践鐘 1， : 

地図や出土した塩化ビニール、瀬戸物等からわかります。調査区東側の方形見溝

墓ですが、調査区外の部分も以前調査されて怠り、今回の調査によって全体がは
'e' ~ ¥ ・ しゅうとう

コき2りとわかりました。規模は一辺 11mで、周溝の深さは40ao.程度です，ま.た
こがた

この方形周溝墓の南側には-、:小型の方形周溝墓と思われる遺構が、もう一基みつ
どそう ~ ，.' 

かり、土層の切り合い関係から小型の方形周溝墓の方が古いと思われます。時期
とも

は、共に古墳時代前半

のものです，竪穴住居

も2棟見っかりましたJ。

一様は、方形周溝墓に
きこ

切り込まれ、もう一様
かベ

は、調査区の西側壁に
かぎ ぜんよう

限られ全容はわかりま

をんでした。時期は、
とも

共に.弥生時代後期のものです。また、 、
どこう 、.¥.

土援状の遺構が、調査区の北側でみつ x 
かり..ました，時期は弥生時代後期のも

のす、これを弁戸とするならば、 2擦

の竪穴住居に住んでいた人々が使って

いたのかもしれません。(佐々木) 6 
3 .酒寺遺跡 第33次調査 (調査②)

かみと怠

調査地 播磨田町字上駒 379-6

調査期間

@ 

Q 
O 

ま

. . ，- . 

16m 



調査面積約220㎡
てんぽ

調査実施の理由店舗建築

今回の調査は、区画整理地内の水田地で、調査①の道路向かいに位置していま
き

す。ここからは2基の方形周溝墓がみつかりました。1基(SX-1)は、すでに調
．しゆうこうぼつづ

査を終えている開発地の一部で検出した周溝墓の続きですが、他の1基(SX-2)

は､:今回新たにみつかりました。SX-1に比べSX-2の周溝福は1.Sm前後と狭く、
た晩せきどほういに

形状も糞なりますが､堆積土や方位が似ていることから、共に古墳時代前期に蕊
ぞうばか

造された墓であると考えられま
しゅうへん

す｡この周辺でも同じ時期の方

形周溝墓が見つかっていて､実
ぼいき

規模な墓域になっていたようで

す。（岩崎）
ふだまちかがみ

4．二町鏡遺跡

調査地二町

調査期間5月

調査面積
きょうど

調査実施の理由共同

どうのうち

調査地二町町字堂ノ内216,217

調査期間5月29日～6月16日

調査面積:約400㎡

調査実施の理由巽首荏筆建築
．ものべようちえん とうざいかしよ もうじっし

今回の調査は;物部幼稚園の南東側の水田地の東西2箇所に調査区を設けて実施

しました.。"物部小学校付近から二町町の現集落にかけて二町鏡遺跡が広がります
．かま<ら

が、調査地からは鎌倉時代後期の集落の一部がみつかりました。調査地南東側の
．ぞうせも、ち やしきあと

書道路建設子さらに南東側の造成地の調査では14世紀代の屋敷跡が見つかっていま
おもや． そえや・

す｡屋敷跡は母屋製規模の小さい副屋､そして詳芦などで構成されていて､屋敷
こうせい

座りくかく せいぜん

地のまわりを四角く濠で区画しています。このような区画が何区画も整然と広が
ちゅうせいけいせい

って、中世の村を形成していたことがわかっています。今回の調査地からも、屋

敷跡を裟脱ましたが､あいにくまえに伴って､濠が意り萱されたために建物
はいちきぽ

配置や規模はわかりませんでした。約200㎡の南側の調査区から4基の井戸跡
つうじよう やしき色

がみつかっていますが、‘通常一時期の屋敷に一基の井戸を設けていたと考えると
たてか

4回の建替えが行なわれたと考えられます。また､､北西側の調査区からも、それ
たぴ じよう．

に対応するように建替えの度に掘られた3条の濠を検出しました。二町鏡遺跡に
一
二
毎
画
‐
■
一
一

一

句
】



ねむ ほぞんじようた1

卿眠る中世集落は、保存状魅
そj

,いことと、かなり長い間有
曾ちよう

ていることなど、貴重な通

あるといえます。

（岩崎）

5．菩蕎駿壷跡

調査地

調査期間

調査面積

調査実施の理由

調査期間 5月8日～6月9日・

峰
調査面積 約638㎡

調査実施の理由店舗建設

守山南中学校の400m程南東(細ｽｰﾂ剛釧)にある水田地を発掘調査しました。
どこうちゅうけっ

その結果、土蹟や柱穴などがみつかりました。遺物の出土がほとんどありません

でしたので､詳しい時期は臆達できませんが､周辺の調査から平安時代以降のも
と輔議されます。 （川畑）・

6．吉身西遺跡第66次調査

調査地．守山町字南高田

調査面積 約730㎡

調査実施の理由共同住宅建築

6．吉身西遺跡

調査地、

調査面積

調査実施の理庄
けいさっし。

‘調査は、守山警察署
せいじんびょう

と県立成人病センター

の間に広がる区画整褒

地内で行いました。今

回の謝査では、5基α

方形周溝墓などが見つ

かりました。このう増

たものです。その時a

010.
ksaaamsBssssani

k 、I
◆
・
ロ
ロ
■
■

舵
かりました。このうちSX-1からSX-3は昭和61年度の調査で部分的に発掘されてい

たものです。その時の調査では2列に配置される方形周溝墓群が見つかっていま

したが、今回の調査により、これらの周溝墓群が小型の周溝墓群(SX-4、SX-5)
こわ

を壊して造られていたことがわかりました。しかし時期差は'ほとんどなく、どち

らの周溝墓も弥生時代中期末のものと考えられます。…（藤原）



－－9－－

J霊ⅧⅧ調査中…‘17．芙淵遺跡第5次調査

陶蒋町字大拙162番地他

￥成6年加月w-平成7年明《予定)｜調査期間

調査面積 約1，800㎡

調査実施の理由宅地造成工事

現在､調査区の南東部分の調査を行なっています。鞘紺あ結果､3棟の竪穴｜
住居が見つかっているほか、錨.識泌薮検出されています。竪穴住居'は｜
一辺が約7m×7.2mを翻るもので$弥生時代後期末の土器が出土しています｡

一辺が約9mを測る大型の竪穴住居2は､竪穴住居3に切られています｡いずれも

弥生時代後期末から古墳時代初めの住居とみられます。これらの住居に切られて

土鯛や柱穴が見つ

かっています。こ

れらは現在調査中
じごう

であり､､次号で年

代や性格について

報告したいと思い

ます。なお、調査
ひがしすみ

地の東隅において

IllOcm程の小さな
おちこ

落込みが見つかり

ましたが、ここか

らは、玉と鏡が出
《･･

てきました。

Ｌ
■
■
白
日

守

凸
●
０
池一

聯
■
ａ
ｒ

●
●

。
、
■
戸
一
％
８
画

菱
、

鱈R●
!:（

郷
h6b

●

0

札り

鍋

〃If
』
亜
一
｝

鹿穴住居1

玉・腕lⅡ土畑癖癖

ひょうしけいさい‐

[表紙掲載］噂穴tea2
●0．。

､孝池 (伴野）
孟
一
》

'弓ニーザ・琢
繍､f去班I蓮跡津ら法R周森全1本函

願穴陀廟3．だ？願穴陀廟3
．
。
。

．
●
《
Ｕ

ｏ
《
Ｕ
．
。
。

．
●
《
Ｕ

ｏ
《
Ｕ

●
●

甲

pD｡



さかでら

8 .酒寺遺跡 第34次調査 (調査③〉

調査地 播磨田町14街区3

調査期間 6月27日 '" 8月4日 (予定〉

調査面積 約 38 0 ni 

調査実施の理由 共同住宅建築

調査③も区画整理地内で美麗しています。調査①、②とは少し譲れていて長註
ぞ てんぼ をんせつ

潟大橋取り付け道路沿いの大型庖舗の北西側に近接する水田地です，調査地の西

側に隣接する共同住宅の調査で見つかった竪穴住居が広がることが確認されてい
ちゃ〈しゅ ・

ます。現在、着手したばかりですので、成果は次号で報告します。(岩崎)
し色なが

9 .下長遺跡 第14次調査
だいもん ぽんせぼう

調査地 大門町字盆瀬坊 323-1番地

調査期間 4月24日 '" 7月31日 〈予定)

調査面積

調査実施の理由

約 2，054rri 

工場用地造成

今回の調査では、古墳時代話量と思われる溝を数条確認しました。さらに予選
じようもん

を調査中ですが、縄文土器が多数出土していますーとの地点は、 2年程前に縫文
ゅうをすえ . りんせつ

時代中期末の、市内でも最古の竪穴住居跡が発見された場所の隣接地にあたりま

す。今後の新発見に期待がふくらみます。

つかのこし

10.塚之越遺跡

調査地

調査期間

第8次調査
必るたか

-古高町地先字塚之越

5月20日 '" 7月31日〈予定)

調査面積 約 70 0 rrl 
そうと

調査実施の理由 倉庫建設に伴う事前調査

ぐ杉原)

こう ちょ，か しゅ

今回の調査地では、遺構が表土産下で確認され、主とし方形周溝墓が検出され
ふ電んい.，~とい

ています，以前の調査と合わせて考えるとミ付近一帯は弥生時代後期から古墳蒋
Eまいを

代にわたっての墓域であることがわかってきています。また、縄文時代の土器も
しゅうAん

多数出土しており、周辺遺跡にあたる下長遺跡の縄文集落との関連が注目されま

すー 〈佐々 木)¥:;，f"

7 



匡のあぜよこまくら

11．ニノ畦・横枕遺跡第27次調査，

雫芝毒町字向八代'一'番地調査地

調査期間6月15日～10月31日

調査面積約2，100㎡

・調査実施の理由店舗建築

ニノ畦・横枕遺跡はこれまでの調査から弥生から古墳時代にかけての集落遺跡
ちよつけい

であることがわかっています。なかでも弥生時代中期の集落については、直径が
こかんごうくっしぼこ

55Omを超える環濠が周囲に掘りめぐらされており、全国でも屈指の規模を誇
しちょうざかい

っています。今回の調査地点は、守山市の東端、野洲町との市町境に位置し、環

濠の内側部分にあたります。これから秋口にかけて調査を進めていきますので、

詳しい調査成果は、今後お知らせしていきたいと思います。（川畑）
はりまだひがし

12．播磨田東遺跡第6次調査

．調査地播磨田町字北横内110番地の1

調査期間5月22日～7月31日（予定）‘

調査面積約600㎡

，調査実施の理由共同住宅建築

現在調査中ですが、古墳時代前期の竪穴住居2棟がみつかっています。一方の
かつせきまがたまうすだまゆうこうえんばん

竪穴住居からは滑石製の勾玉、臼玉、有孔円板、チップ、などが出土しており、
註15こうぐてつせ､､ひん

この住居内で玉がつくられていたと考えられます。また工具らしい鉄製品も出土
かんれん きようみ

していることから、玉つくりとの関連でみると非常に興味深いといえます。もう
・しゅうへきこう

一方の竪穴住居は、一辺が約6mの規模で、南東辺に周壁溝がめぐり、その中に
くいあとのこ 、註16
杭の跡が残っていました｡‘この住居からは多数の土器が出土しています。これか

ら、さらに調査区を広げていく予定で､今後の調査に期待がもたれます｡

（木村）
砥し坪みなみ

136欲賀南遺跡

ず,調査j地欲賀町字高座

託….調査斯間′6月7日～12月22日

。：調査面猿，約5,300㎡‘

．』調査実施の理由ほ場整備事業
虹色●■◆●一色
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休見団

路・水

れる畑

(別図

4年目に入

喜雲薦事業に

査は、欲賀、
ち

地の南側の道
さくへい

路及び削平さ

地が対象です
あみ

網かけ部分)。
なんだん

南端にあたる

す.でに、

<路部分の調査
、しゆうりょうはぱばんき

は終了しており、ここから幅広い溝を検出し、縄文時代晩期の鉢、弥生時代後期
たかつきりんせっよこえ

の高坪などが出土しました。この溝は隣接する横江遺跡の調査で見つかっている
きゅうかどう

旧河道の一部と考えられます。横江遺跡では規模は不明でしたが、今回の調査で

鍵窒 諺一

蕊蕊零＆毒
屍自

一
一

●
〃
〃

固伺

島
､3

●ごさら

霜

職
｡S、
ー

蝿《塗麺藩言質蔓熱嘗÷豪…

、 蝋

鍵
鐘』〃．〃aKP｡

翁

蕊
§ 〃Z一

職
代
町
一
‐
一
一
一
一
一

民
心

ます。ふるってご参加をお願いします。申し込みは、直接センターへお申し出下
ちようこうりょう．・・．じっぴぶん

さい。聴講料は無料ですが、資料代実費分（6剛で200R)をいただきます。
ばつとり・よしみにしざかでら．．やよいぼいき

第3回目は､『月反割冨・吉身直言･酒寺避霊亦‐弥生茎塞域』

という内容で、
こうし．

今回の講師は､

0■｡

◆

･●ゲ0

来 る8月g白く水曜日〕に行ないます。
たんとう

当センター職員の畑本政美が担当致します。
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『文化財と動物』

平成7年6月の上旬、センターの職員が“タヌキ"を見たという。私も数日後
かベのした

センタ-ーで裏-のシャッター側の東側のコンク汐ートの壁下で、思わず見ることがで.
ーまな かんげ~ " .. :. eb 

きた，黒い顔で鼻がとがっていだ。感激した。同時に哀れになった o 平成7年に

入った頃、センターの裏では大きな量議が動いて事館がなくなって、もとのJrJの

砂が山と詣まれ、それまで静かだったところが、工事現場と化していたのを 6ヶ

月後に“タヌキ"と同時に哀れと感じたのであった。動物に対してと野洲川に対
-き.かんし

し士、そし'て私自身に対して。センターの機関誌『乙貞』の第何号であったか、

・「野洲川こそ文化財!Jというテーマで小文を書いたことを思い出した。動物の

住む場所がなぷなり、ついにコンクりードめ穴め中になったこと、文化財と言つ
L ・.，.，つ" ・ …・ヒ ~~ 

た自分が泊訴し'つつある川に会ぐ何もなさ'なかっ.たことよ数十年の生活の中で今

まで見なかった動物を・見た:感動がえ:自公の哀れと混じって、後味の何とも表現の

しようもない感情だ。遺跡を嘉揚・して、これまでに多数の動物の骨を掘り出した
ていちょう まいそう

乙'とがある)県-内では、まだ発見例はないが、丁重に埋葬した犬があるようだが
かいた~~;'.

私の掘った骨はいずれもバラパヲで解体さ;れだようなものばかりであ.った。人間
・:"i-< :..:~ ・ .;-;道協語い"

が生きでいく泌がでの「食J乏しての残骸であろうと考えることにしたが、今回
ざいさん.T:J ・ ・むし 1 ・

の“タヌキ"は・'T食J.としての財産ではなく、無視された生命なのであるーしか
まも

も文化財のなかで生きてきた生命である。文化財を護ることが動物，を護ることに
ゅういぎ ・ しゅんかん はんせい

議がり、そのiことが人間の生活に有意義だと感じた瞬間であった，反省しますe

c女 コ之イじ貝オ.英語言香魚寧言党 会
匙1)装飾品の一種で、湾曲した体邸のー舗に花をあ・けて 註9}人間生活の痕跡のうち、地面に掘りこまれたもの.

いる.・孔のあ"てhる方を頭、.その反対・側主f尾とい たとえば、住居、倉庫、井戸などがそれにあたる.

う縄文時代から古墳時代に使用され・ている. 註10)人間生活の痕跡のうち、持運びできるもの.たとえ

註2.)円筒形の竹管設の王・2・・ ・ ぽ、土器、石器などがそれにあたる

.註~)中央が太〈、両靖が絹い偏球務で~ •• 織に紐通し孔を 註11)弥生時代から古墳時代につ〈られた畠〈墳}の一極6
持つ玉である.ナツメの実に形が似ているため、こ 方形に講を掘り、中央に土を盛り上げ、そこに人を

の名がある・: 埋葬していた.
註4)管玉の極めて短いもの.茶目白形に似ていることか 註12)地面を円形、方形に掘り〈ぽめ、その上を屋恨で覆
ら、.この名がある. った建物のこと.

註5)不透明で緑色の石材. 註13)地面に掘られた穴のこと.
註6)軟らかくて患のようななめらかな肌蝕りで、色は、 註14)住居群の中でも、家長の住んでいない建物のことで

・自または緑色で、すむが入っている岩石. 作業小屋や納屋のようなもの.

龍7)凝灰岩自体は、火山灰などの火山噴出物が固まって 註15)石を使って鏡を模したもの.円盤状で、紐にあたる
出来た岩石で、¥之のうち緑色で鋸密なものを指す. 中央醤分に1つ、あるいは2つの穴があけてある.

註8)文慢を持たない小さな鏡で、材質はあまり良くない 註16)竪穴住居の壁面に沿って床に段けられた講のことで
背銅でできている ヘ " し 7 ・ 排水や壁画を守ための路震.

10 


